
岩槻城跡（さいたま市） 築城年代：文明10年（1478年）、築城者：成田正等

　岩槻城は15世紀中頃に築かれ、埼玉県指定史跡となっている（岩槻城址公園に立つ説明板より）



　　　城と城下町を囲むように大構（おおがまえ）が周っている







岩槻城の「新曲輪」と「鍛冶曲輪」跡のエリアを示す/中央付近に「黒門」、「人形塚」、「裏門」が、南側には二ヶ所の「馬出し」が記載されている



方位は上が北、下が南、右が東、左が西/東側に元荒川が流れる



　　　まず、Ⓝ地点で南方向を見たところ/この左手が岩槻城址公園となっている



　　左手を見る





　　　　南方向への道路/中央から右手は「新曲輪」のエリア/右手の高台は新曲輪の櫓台らしい/「鍛冶曲輪」は左手のエリア



　　　これはその道路を南方向に少し進んだところに建つ「黒門」（岩槻城城門）



　　　　　　南側から見たところ







　　　　　北東側から見たところ



　　　　これはその少し南側に建つ「裏門」（岩槻城城門）







　　薬医門形式に袖塀がついたもの



これは「黒門」の辺りから南方向を見たところで、右手は野球場になっている/この辺りと右手の野球場の一帯が「新曲輪」跡である



　　　右手のグランドを見たところ



　　　　　　さて、野球場南東端のダッグアウト辺りのⓄ地点へ進む



　　　　Ⓞ地点から西側を見たところ/右手はダッグアウト/正面の小道を進んでみる



　　　　　左手は土塁の跡でその更に左手に堀跡が並行している/右手はグランドだが、この高まりも土塁の名残りのようだ



　　Ⓟの方向を見たところ/グランドに沿って土塁が回り込んでいる



　　　　振り返ってⓄの方向を見たところ/左手がグランド



これはⓆ地点から南東方向へ「新曲輪」跡のエリアを見たところ



　　　　　さて、これは黒門近くにあった「人形塚」/岩槻らしいモニュメントである







　　次はⒶ地点に進んでみる



ここは「鍛冶曲輪」の北側の虎口跡らしい



　　そこを進むと岩槻城址石碑が立っており、その向こうには沼地が広がっていた



　　　石碑から南側を見たところ/正面には新曲輪と鍛冶曲輪との間の堀跡が南方向に延びており、やや右手に説明板が見える



　　　　これがその堀跡で前方右手に説明板が立っている



　ここがⒷ地点



　　　　　　堀底には後北条氏特有の築城技術である「堀障子」があったという



　　　南側から北方向へ見たところ



　　同じくⒸ地点から遠景に見たところ



　堀跡はⒸ地点でクランクして西方向に延びている/正面の高くなったところが道路/堀跡はこのすぐ先で左手にもクランクしている



　　　　　その左手にクランクした堀跡を南方向に見たところ/左手が鍛冶曲輪、右手は新曲輪のエリア



　　　これはその先に行って振り返って北方向を見たところ



　　　　　そしてこれはそこから更にクランクして東方向へ延びる堀跡を見たところ



　　さて、次はⒹ地点へ進む



　　　Ⓓ地点で北方向を見たところ/この道路から左手が新曲輪エリアで、右手は鍛冶曲輪エリア/正面右手に標柱が立っている



　　　　　東方向を見たところ/左手のフェンス・手摺の下は先ほどの堀跡である



　　　　　　標柱には「新曲輪」とある



　　先程通ってきた堀跡が見える/東方向を見下ろしたところ



　　　　北方向を見下ろしたところ



　　Ⓔ地点で道路の西側の堀跡を見る



　　　　　　その堀跡を見下ろす/西方向へ延びている



　　　これはⒻ地点で西方向に見たところで土塁と堀跡となっているが、ここが新曲輪の「馬出し」跡らしい



　　　　　さて、こちらはⒼ地点の鍛冶曲輪の「馬出し」とされる辺りを見たところ



　　こんな感じ



　　　　　　　次は鍛冶曲輪のⒽ地点に進む



　　　　　鍛冶曲輪が見えてくる/東方向に見たところ



　　　　　曲輪内で北方向を見たところ



そこから左手を見ると石碑が立っている





こちらの石碑には「白鶴城址碑」とある



　　　　　　　岩槻城はこの他、浮城・竹束城などとも呼ばれるらしい/これは岩槻城の由来を記した石碑



　　　　　　　次は鍛冶曲輪をⒾ地点に進む



　　　　　この鍛冶曲輪内の沼地には橋が架かっている



　　　　　そこから東方向のⒿ地点を見たところ/橋があり、その向こうは道路



　　　　その道路側から振り返って見る/ここは鍛冶曲輪東側の虎口らしい/この橋は道潅橋というらしい



　　これは手前の橋の右手を見たところ/ここも堀跡らしい/両サイドが比高二重土塁と呼ばれる二重に盛られた土塁となっている



　　　　　同じく左手を見たところ/比高二重土塁は後北条氏系城郭の特徴の一つという



　さて、これはⓀ地点で鍛冶曲輪を見たところ/北西方向に見る



　　この手前の左手を見ると、このように堀跡が残っている



　　　　これはⓀ地点のすぐ東寄りで城の東側を流れる「元荒川」を見たところ/天然の要害（外堀）としての役目を果たしていた



　　先程の沼地のところに戻り、正面に鍛冶曲輪のエリアを見る/南西方向を見る



　　この橋は「八ツ橋」と記されている



　　　　　ジグザクに八つに折れている/北方向を見たところ



　　　次はⓁ地点へ進む



　　　　　　ここも堀跡が残っている/左手が鍛冶曲輪沼地、右手が新曲輪エリア/南方向に見たところ



　　振り返って北方向を見たところ



　ここはⓂ地点で北東方向を見たところ



ここが公園になっている/東方向を見る



　　　　　　南方向を見る/前方の台地が新曲輪エリア



大手門跡
　　この辺りが大手門跡のエリアらしい



　正面のフェンスに看板が取り付けてある



　　　看板には「大手門跡/岩槻八景（鵜首夕照）」とある



　　　　　　　少し退いて見たところ



武家屋敷跡/旧秋葉邸裏小路公園
岩槻城大手門外一帯に配置された武家屋敷跡/岩槻藩士の居住地の道は小路と呼ばれ、ここ裏小路は大手門（右手）につながる



　　　　　　塀に取り付けた看板には「裏小路/昔の武家屋敷」と記されている







大構（総構・外構）/愛宕神社の土塁跡
　　正面が愛宕神社/東側から見る



　　　高まりの上部に社殿が建つ



　　　　この高まりは岩槻城下町の周囲を囲んでいた土塁（及び堀）で「大構（おおがまえ）」と呼ばれる







　　　　　右側面から見たところ



　　　　　さて、社殿まで登ってみる



　左斜め後方から社殿を見たところ/左手が本殿、右手は拝殿



　　　　　　そこから左手を見ると、すぐ下には東武野田線の線路が走っている



　これは神社の右斜め後方から全容を見たところ/北西側から南東方向に見たところ



　　　これは南西側から見たところ



　　　　塀に貼ってあった愛宕神社の紹介



時の鐘
　　　　正面に江戸時代に城内や城下の人々に時を知らせた「時の鐘」が見える





　　　　　　この鐘楼の下の高まりは土塁の跡ともいう
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